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３ 要  旨 

 福島県では１９９３年以降、立枯病の発生が徐々に増加し、２０００年には立枯病による被害面積 
が１８７．６ｈａ、全耕作面積の約１０％にまで拡大した。葉たばこ安定生産の阻害要因の一つとして発生の拡
大が懸念されているとともに、その効果的な防除法の確立が求められていることから、県内で立枯病の発生が問
題となっているほ場を中心に立枯病菌の分布状況と菌密度等を調査した。 
（１）県内１９８ほ場中、１２５ほ場の土壌から立枯病菌が検出された。検出率は６３．１％であった。特に 
常葉、石川管内のほ場での検出率が高かった。 
（２）立枯病菌の検出された１２５土壌中、土壌消毒などの防除が必要とされる菌密度１０４cfu/g乾土以 
上の土壌は８６土壌で確認された。会津と三春においては１０５cfu/g乾土以上の菌密度で立枯病菌が検出される
割合が５０％以上と高かった。 
（３）病原性についてトマト幼苗で検定した結果、すべての分離菌株がトマトに対して強い病原性を示 
した。また、分離された立枯病菌はすべて生理型３であり、レースはタバコ由来であることからナス科植物由来
のレース１と考えられた。
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